
養徳園の方々をお目値記して、

２月第１例会（ユースリーダー活動報告）

日時：２月２３日（日）午後４時３０分～７時３０分

場所：日本基督教団 西那須野教会 １階ホール

内容：ＹＭＣＡの活動に奉仕してくださる、ユースリー

ダーの今年度の報告と、卒業されるリーダーへの感謝を

込めて、那須ワイズより、記念品を贈ります。

司会 藤生 強 書記

開会点鐘・挨拶          会長 田村 修也

ワイズソング斉唱・ワイズの信条の斉唱

聖書朗読・祈祷          副会長 村田 榮

ゲスト・ビジター紹介          会長

ユースリーダー紹介        武田将吾担当主事

報告会

第３５回ユースボランティアリーダーズフォーラム

              つなリーダー

第５５回全国ＹＭＣＡリーダー研修会

  めんまリーダー、ぐりリーダー、せっぷぅリーダー

卒業リーダーへの感謝記念品贈呈

報告事項             ＹＭＣＡ・ワイズ

ＹＭＣＡの歌

食前祈祷 田村 暁美 メネット 会食

閉会挨拶・点鐘          会長 田村 修也

例会後、時間のある方は、午後７時３０分からの西那須

野教会の夕礼拝に参加ください。当日は、アジアサンデ

ーでアジア学院関係者（通訳付き）のお話があります。

会費  メン・メネット   １，０００円

ご参加いただける方は、１月２０日（木）までに村田ま

で連絡をください。

今月の聖句 ヨハネによる福音書１７：２１

父よ、あなたがわたしの内におられ、わたしがあな

たの内にいるように、すべての人を一つにしてくだ

さい。彼らもわたしの内にいるようにしてくださ

い。（略）

那須ワイズメンズク

那須クラブ会長 主題

ユースと共にミッションを
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ＨＴＷ（世界を癒そう）

２ 月報

連絡先：那須ＹＭＣＡ 〒320-0041 宇都宮市松原 2-7-42 （とちぎＹＭＣＡ内） TEL 028-624-2546  FAX 028-624-2489

３月例会（張さんの送別会？・田村さんの退院祝い）

日時：未定

場所：未定

３月第２例会（役員会）

日時：２月２８日（金）午後４時３０分～

場所：田村会長宅

東日本区ＣＳ事業委員会

日時：２月１６日（日）午８時～

場所：ＺＯＯＭでの参加

１月例会データー（出席率：７１．４％）
メンバー４名、メネット２名、ゲスト３名、

メイキャップ１名

在籍者 ７名

２月 Happy Birthday
２/１２ 村田 榮メン

クラブ役員
会 長 ：田 村 修 也

副会長 ：村 田  榮

書 記 ：藤 生  強

会 計 ：村 田  榮・鈴 木 保 江

担当主事：塩 澤 達 俊

ブリテン：田 村 修 也・村 田  榮

２０２４～２０２５年度 主題

国際会長：(ＩＰ) A・シャナヴァスカーン（インド）

「より良い世界のために、共に」

アジア太平洋地域会長：(ＡＰ） ジョウン・ウォン（香港）

「大きなインパクトを起こそう」

東日本区理事：（ＲＤ） 山田 公平（宇都宮）

｢ワイズの方向性を見極める」

北東部長： 大久保 知宏（宇都宮）

「戦略２０３２を意識して」



巻 頭 言
原田 明子

私の主の年２０２５年

主の年２０２５年も、早や一か月を過ぎました。顧みれば、２０２４年も健康が守られ多くの方々と共にＹ

ＭＣＡ・ワイズ活動に参加できましたことは感謝でした。

さて、近況報告になりますが、昨年の秋からこの一月まで高齢の姉たち二人（他県に住む）のために、以前

から気になっていながらできなかったことに着手しました。何時やるの、今でしょ！とばかりに。何から手を

つけようか…お互い老齢でも解決を急ぐばかりに押し付ける事はご法度です。

一つ目は、一昨年に夫（私の義兄）を亡くした姉が、電話口で 「今日は一日誰とも話さなかった 」との

一言でした。これには年末年始もあり行動をすぐに開始できました。この後も電話や訪問、ショッピング等一

緒の時間を大事にしたいと思っています。

二つ目は、長女の心配事でした。姉は超高齢にも拘らず公の福祉・支援の何たるかを知らず、周りも本人も

支援を受ける事などに大変無頓着であることでした。とても電話では説得が難しく、実情を知るべく静岡に行

きました。問題は、福祉関係の手続きは、１～３か月ほど時間がかかることですが、まだその入口にも立って

いないということでした。姉は高齢にも拘わらず（時には手抜き料理で）毎日の食事を作り、洗濯物を二階の

ベランダに干していました。一事が万事、タイル張りの大きなお風呂には、滑り止めのインテリアバーもあり

ませんでした。夫・時近の病気で福祉・支援のための手続きをにわか勉強した私の説明にも、「他人にお世話

になるのは申し訳ない」と話し、考え込んでいる様子がみてとれました。私がごり押ししているかのような変

な雰囲気に私も自信を無くしました。しかし、その後も電話での説明を繰り返しておりましたら、姉から電話

がはいりました。たまたま訪ねてくださった民生委員の方にお話しさせて頂いたとのことでした。その切り口

があったのですね。先ずはひと安心でした（道は、まだまだです）。

だいぶ前のことです。かつて諏訪中央病院名誉院長にして作家の鎌田 實さんが話す言葉に感銘を受けまし

た。人生にはいろいろなことがありますが、僅か一歳にして養子に出され、病身の妻を抱えたタクシー運転手

の家庭で育った氏はその人生を振り返り、『にもかかわらず』の思いを深くしている、というのです。私にも、

いくつもの「にもかかわらず」がありましたし、あります。この頁でも、随分とつぶやいてしまいました。お

許しください。

この一年も、神に深く結ばれていることに感謝し、一歩一歩進みゆきたく祈り願います。

１月例会（新年例会）於：おかしげ 2025.1.18



１月例会(新年例会)報告
日時：２０２５年１月１８日（土） 午後６時～

場所：西那須野 「おかしげ」

出席者：村田、藤生、原田、張の各メン、村田メネ

ット、ゲスト：潘牧師ご夫妻、平山前担当主事、中

村さん 計９名

恒例の「新年例会」を、すき焼きやとんかつなど

がとても美味しい「那須おかしげ」（那須塩原市永田

町）にて、ワイズ活動にご協力いただいている日本

キリスト教団西那須野教会の潘牧師夫妻と昨年１１

月に挙式を行った前担当主事の平山氏を招き、食事

を頂きながらの「フリートーク」にて行いました。

普段のワイズ例会は西那須野教会を会場にお借りし

て行うことが多いため潘牧師にはいつも列席頂いて

います。今回はいつもの雑談の延長という感じで、

「大学生ボランティアリーダーにはキリスト教会を

身近に感じてほしい」「ワイズも教会も若い人にどう

やったら来てもらえるか」などなどを話しました。

もちろん答えは出ませんが、何かのヒントに繋がれ

ばと思います。

平山主事には挙式の様子をお聞き、写真も見せて

頂きました。司式は潘牧師にお願いしたとのことで、

参列者から「式がとても良かった」と多くの声があ

ったそうです。また「これからの住まい」のことな

どちょっと立ち入った（！？）こともお聞きしまし

たが、『新年』ですし『幸せのお福分け』と思い、色々

と伺いました。仲間の幸せは嬉しいものです。

体調不良等による欠席メンバーもおり、ゲストを含

めて９名での例会となりましたが、各々が楽しく談

笑し、楽しいひと時を過ごしました。

東日本区 Ｙサ・ＣＳ委員会 報告

今年度は北東部部長の計画で、委員会に所属する

委員は、クラブに依頼されており、那須クラブは、

Ｙサ・ＣＳ委員会に所属となった。田村会長の体調

不良を受けて、村田副会長が代理で出席をしていま

す。ＺＯＯＭ開催です。

１月２６日（日）午後８時からの委員会に参加し

て、那須クラブの植樹例会についての活動内容を説

明した。当日は、わがクラブ以外に東京ＹＭＣＡが

主催しワイズが参加している「クリーンレンジャー」

活動と、東京グリーンクラブの「神田川船の会」活

動報告が行われた。２月１６日（日）午後８時から

は、東新部で行われている「ＹＹ広場」と、東京多

摩スマイルクラブの「プランターでの野菜講座」と.

松本クラブの「Ｙｏｕｔｈ ｆｏｒ ＮＯＴＯ」の報

告が行われた。３月１６日（日）午後８時より第３

回目が開催されます。どなたでも参加できます。

山田理事より連絡があり、今年度行う植樹例会の日

程が決まれば、連絡をくださいとのことでした。

東日本区会計より、後期の会費の請求があり、会

計より支払いをしました。

北東部会計より、北東部費の請求があり、会計よ

り支払いをしました。

北東部長より連絡があり、次年度の会長は決まり

ましたかとの問い合わせがありました。皆さんと相

談をして決める必要があります。

開拓と信仰の姿「開拓と西那須野教会」-(４)

会長 田村 修也

次に、島村教会の信徒たちに入らせて頂きます。

田嶋家は、清和源氏の嫡流新田氏の支族である岩松

新田から出た田島又太郎経国が始祖であります。経

国は岩松時兼の第７子で、新田郷田島邑を与えられ

独立し、地名を取って田嶋氏を姓としました。

経国６世の孫久秋は、武士を捨てて島村に土着し

ております。これを伝える碑文が、新田郡宝泉村田

島郷の日吉神社に収蔵されています。

島村蚕種は田嶋弥兵衛に始まります。（寛政８年～

慶応２年、１７９６～１８６６）。文政５年（１８２

２）に利根川が大氾濫して、村が石河原と化した際、

弥兵衛は南岸の飛地へ移住、新部落を起し養蚕を始

めました。当時彼は２６歳でした。彼は山形県米沢

や福島県梁川にも旅行して蚕種の製造技術を修得し

て、種屋を開業したのでした。彼は豪放、闊達、大

いに働き大いに散ずるといった人柄であったようで

す。同時に彼は学問にも関心を示して、当時江戸一

流の儒学者藤森天山を招いて、子供の弥平、群次郎

等に講義を聞かせたことが記録されています。我が

国の経済界、蚕糸業界の先達であります渋沢栄一や

尾高惇忠も親族で、この兄弟と机を並べて受講した

仲だったそうです。

田島善平は天保１３年（１８４２）に生まれ。田

嶋家の総本家の当主であります。彼は儒学と剣道を

学び、弘化４年（１８４７）に、１５歳で父に代わ

り里正に挙げられています。戊辰戦争では官軍側に

入って戦闘に参加して、勲功がありました。明治元

年（１８６８）まで名主を務めております。後には

村長に就任しました。後年、県会副議長として群馬

県の公娼廃止に尽力しました。群馬県は新島襄の影

響を受けた政治家が多く、廃娼運動に取り組んで実

現を見ていますが、栃木県では県議会議長はじめ各

議員は消極的だったようです。

善平にはこのような武勇伝が伝えられています。幕

末から明治初年にかけて、世相は乱れ、盗賊暴徒が

暴れ廻り、住民は戦々恐々としておりました。慶応



４年、明治元年になる年ですが、有名な上州の「ぶ

っこわし」といわれる暴動に際して、善平は敢然と

立ち向い、数人を引き連れて利根川原まで賊を追い

詰めて、賊の首魁を切って遁走させたというもので

す。

明治５年には、田島武平、田島弥平、栗原勘三ほ

か有志と謀りまして、２０５名の参加を得て、島村

勧業会社を設立して東京日吉に支店を設けて、島村

蚕種の計画生産、共同販売に取り組みました。会社

の定款は渋沢栄一が原案を作って協力指導しており

ます。善平は会計検査役兼評議員として経営に尽力

しました。

明治１２年には、田島弥三郎、田島弥平と共に、

第１回目の蚕種直売のためイタリヤに渡航しました。

明治１９年には、キリスト教講演会のために自宅を

開放して、彼自身も同年島村における第１回洗礼式

においてキリスト教に入信しております。翌２０年

には自分の屋敷内に教会堂を建てて、島村での伝道

の拠点としております。田嶋家の総本家の当主であ

り、村長である善平が、キリスト教信仰を持つこと

によって、田嶋一族が、島村がキリスト教の拠点と

なり、ひいては、田嶋弥三郎一家を通して、那須野

が原にキリスト教が伝えられることになったのであ

ります。             （次号へ続く）

西那須野幼稚園だより

学校法人 西那須野学園   

西那須野幼稚園  

園長・理事長 福本 光夫

年末に、ウサギの赤ちゃんが２羽生まれました。

正確には、地面の穴から出てくるようになったとい

うことです。赤ちゃんの野菜を食むしぐさは、とて

も可愛いです。

年末年始の動物は、大和田さんと私で世話をしま

した。今年は長い期間でしたので、ラビット・フー

ドはあるものの餌の確保が心配でした。長年お世話

になった塩原屋様が閉店され、現在はヨークベニマ

ル様だけですが、キャベツの外葉を年末年始も協力

して下さいました。また、卒園生で西那須野教会会

員の高久様からは、２８日と元旦に沢山いただきま

した。１４日には、菌ちゃん農法で奉仕している深

沢敏様も差し入れて下さいました。また、卒園生の

中学生も掃除の手伝いにきてくれました。

こう考えてみますと、園の羊やウサギたちは、子

ども達や保護者の皆様だけでなく、多くの方に支え

られて幸せだと思います。しかしこれらのお支えは、

子ども達の保育・教育の為にして下さっていること

で、感謝しています。

１月１１日の土曜日は、いつもより遅く動物の世

話に行きました。掃除を終えて餌やりをする時に、

丁度わんぱく保育の子ども達が外に遊びに出てきて、

３人がお手伝いをしたいとのことで、頼む事にしま

した。

私の給餌の仕方は、その日の野菜の量により、ウ

サギ１羽あたり葉を何枚、野菜を補う形でラビッ

ト・フードとフスマ何カップ、干し草は減り具合に

よってという感じです。

ところが、子ども達の餌やりは全く異なりました。

その日は、少しなら与えてもよい食パンもありまし

た。「園長先生、サンドイッチにした」、「(ラビット・

フードの上に、葉を細かく千切り)トッピングした。

美味しく食べてくれるかな」、飲用水の上にパンを浮

かべ、別なものには、ラビット・フードを浮かべ、

どうしたら、喜んでしかも美味しく食べてもらえる

か試行錯誤しながら、３人が協力しながらウサギの

食事を作ってくれました。

  マルチン・ブーバーの言葉を借りますと、私とウ

サギは、"Iと It(They)"という「モノ」との関係に

なっていました。一方子ども達は、聖書に出てくる

羊飼いと羊のように、"Iと You"の「人格関係」です。

子ども達は、人間だけでなく、動物に対しても、

人格関係で接しています。これは、子どもの特性と

いわれるかもしれません。今の私たち大人の人間関

係は、ソーシャル・メディアが普及するなかで、バ

ーチャルな世界での関係が加速しています。そんな

時代だからこそ、人格を大切にした関わりを大切に

している子ども達から、学ぶことはより大きいと考

えます。

アジア学院たより

       学校法人 アジア学院

        アジア農村指導者養成専門学校

       校長 荒川 朋子

異文化交流の意義

新しい年を迎えたが、年末年始の世界は不穏な空

気に包まれていた。お隣韓国では時代錯誤を疑うよ

うな戒厳令が出され、事態収拾の糸口は未だ見えな

い。中東シリアでも独裁政権が倒されたが、一触即

発の状態が続いている。

しかし、アジア学院では昨年１２月に心を和ませ

るうれしいニュースが舞い込んできた。アジア学院

では年に一度、関係団体の協力を得て海外からやっ

てくる学生たちに日本の家庭を体験してもらうため

に、日本基督教団全国教会婦人会連合会エキュメニ

カル関係委員会の協力を得てホームステイプログラ

ムを実施している。新型コロナの影響で中止されて



いたが、昨年は５年ぶりに一泊だけのプログラムが

再開した。６月のある週末、アジア学院の学生たち

が1、2名ずつ、計十数のホストファミリーに招かれ、

それぞれが忘れがたい体験をした。

その中で、

インドからの

４０代の女性

の学生（牧師）

はホストファ

ミリーは初め

てというご家

庭に受け入れ

ていただいた。

うれしいのは、

そのご家族の

小３（９歳）

の娘さんが、

その時の体験

を原稿用紙９

枚の作文につ

づり、それが

全国作文コン

クールで優秀

な成績を修め

たのだ。わず

か２４時間ほ

どの体験だが、

外国人を初め

て家に迎える

期待と緊張、

だんだんと打

ち解けて一緒

に楽しく過ご

した様子、そ

して涙の別れ

まで、彼女の

新鮮な驚きと

発見、異文化

を知る楽しさ、心が通じ合うことの喜び、別れの悲

しさ、そして最後には、ホストした学生に会いにい

つか必ずインドに行くと決心するというストーリー

が生き生きと描かれていた。

この作文は私を含む多くの人に感動を与えた。な

ぜそれほどまでに自分が感動したのかを考えてみた。

最大の理由は異文化交流の持つ偉大な影響力に改め

て気づかされたことだと思う。異文化に触れて衝撃

を受けることをカルチャーショックというが、アジ

ア学院の創設者の高見敏弘氏は、「カルチャーショッ

クは人間を文化的桎梏（しっこく）や束縛から解放

する力を秘めている」と言い、人間の成長において

カルチャーショックを大いに勧めた。その作文では、

わずか9歳の子であっても人間はすでに何かしらの

固定概念や偏見で縛られており、異文化体験はその

束縛から人間を解放する力になることを教えてくれ

た。

翻って私たち大人はどうであろうか。凝り固まっ

た考え方、偏見から自分自身を解放する力や術を持

っているだろうか。しかしそれ以前に、自分の偏っ

た考え方に執着し、そのことがどれだけの多くの衝

突や不幸の原因になっていることに気づいているだ

ろうか。

９歳の女の子の異文化体験は、人間は互いの違い

に固執するのではなく、皆が共通して持っている人

間性の善いものや美しいものを素直に尊重し合い、

楽しく共に生きることができることを示してくれた。

（上毛新聞2025年 1月 31日付「視点 オピニオン

２１」転載）

ＹＭＣＡだより

◇公益財団法人の事業区分を再編申請中

公益財団法人の事業区分は①公益目的事業、②収

益事業、③法人会計から成ります。とちぎＹＭＣＡ

のほとんどの活動は①公益目的事業に該当し（図参

照）、②収益事業は現在「指定管理：宇都宮市青少

年活動センター（トライ東）」です。

「指定管理はそんなに収益が出るのか？」と思われ

た方もあるでしょう。実際には収益はあまり出ず（行

政サービスそのものなので）公益性が極めて高い事

業です。来年度から新たに宇都宮市まちづくりセン

ター（まちぴあ）の指定を受けます。そこで、指定

管理者事業を公益目的事業に移行させようと申請中

です。年度初めには間に合わず次回の審査会エント

リーとなりそうですが、将来にわたって持続可能性

のあるＹＭＣＡ運営のためにチャレンジ中です。

◇トライ東の活動（立派な青少年育成の公益目的事

業の様子です）

２月５日“ボードゲームで遊ぼう”イベントでした！

ユーススタッフを中心に、今日たまたま会った中学



生・高校生が一緒に挑戦！

トライ東のロビーには、利用者の皆さまから頂いた

ボードゲームがたっぷりあります！

ぜひ、遊びに来てみてくださいね ユーススタッフ

がボードゲームに挑戦する様子は YouTube 公開中

ユースリーダーのつぶやき

①小林 亜望(なっぱ)

②国際医療福祉大学

保健医療学部 看護学科

③栃木県宇都宮市

④ボランティア活動に参加

したかったことと子どもが

好きだったこと。

⑤ふくしま湖畔キャンプ

初めての活動だったため

大変なこともありましたが他のリーダーに助けても

らったり、子どもたちに元気をもらったりと、とて

も楽しい活動だったからです。

⑥患者さんやそのご家族に安心感を与えられる看護

師になりたいです。

⑦子どもたちや他のリーダーの憧れとなるようなリ

ーダーになれるよう、頑張ります！これからもよろ

しくお願いします！

１.名前（リーダー名）２.学校名３.出身地４.ＹＭＣＡ

に入ったきっかけは？５.思い出に残った活動とその理

由は？６.今後の進路は？７.ＹＭＣＡに一言


